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平成２６年１０月１５日

各都道府県衛生主管部（局）長 殿

厚生労働省医政局

地域医療計画課長

災害拠点病院への傷病者受入れ体制の確保について（通知）

災害拠点病院については、「災害時における医療体制の充実強化について」（平

成 24 年３月 21 日医政発 0321 第２号厚生労働省医政局長通知。以下「災害医療

通知」という。）において、その指定要件として、傷病者の受入れに当たり、「24

時間緊急対応し、災害発生時に被災地内の傷病者等の受入れ及び搬出を行うこ

とが可能な体制を有すること」等を定めているところである。

今般の平成 26 年８月豪雨では、別添１のように、周辺道路が冠水して傷病者

の災害拠点病院へのアクセスに支障が生じたり、停電に伴い、医療機器の一部

が使用できず、通常時と同様の診療対応が困難となる事案が発生した。

都道府県は、災害時においても医療機関の機能が維持されるよう、災害医療

に係る医療提供体制を整備する必要がある。

ついては、貴職におかれては、下記のとおり、管下の災害拠点病院における

被災想定とその対策、周辺道路冠水によるアクセスの支障及び自家発電能力の

実態調査を行うとともに、それぞれの課題を把握した場合には適切な対応を行

い、災害拠点病院の傷病者の受入れ及び診療体制の充実強化を図られたい。

記

１．管下の災害拠点病院に対して、別添１の事案を周知すること。

２．ハザードマップ等で被災が想定される場所に災害拠点病院が立地していな

いか、別添２の調査表を参考に、管下の災害拠点病院に対して調査を実施す

ること。また、被災が想定された場合には、その対策について検討すること。



なお、調査結果については、以下のとおり報告されたい。

① 調査対象： 平成 26 年４月１日現在における災害拠点病院

② 調査内容： ハザードマップ等による災害拠点病院の被災想定と

その対策及び周辺道路冠水によるアクセス支障の調査

（別添２の調査表のとおり）

③ 提出期限： 平成 26 年 11 月７日（金）

④ 提 出 先： 厚生労働省医政局地域医療計画課

救急・周産期医療等対策室 生駒

⑤ 提出方法： 電子メール

３．災害時において、救急車等の車両、徒歩来院患者及び病院職員の、病院へ

のアクセスに支障が生じるおそれがないか、消防機関、市区町村の防災部署

等と連携しながら確認を行うよう、管下の災害拠点病院に対して指導を行う

こと。また、アクセスに支障が生じると想定された場合には、その対応につ

いて検討するよう、当該病院に対して指導を行うこと。

４．管下の災害拠点病院について、「通常時の６割程度の発電容量のある自家発

電機等を保有し、３日分程度の燃料を確保しておくこと。また、平時より病

院の基本的な機能を維持するために必要な設備について、自家発電機等から

電源の確保が行われていることや、非常時に使用可能なことを検証しておく

こと。」の指定要件に合致しているか、総点検を実施すること。また、指定要

件に合致していない場合には、可及的速やかに対策を講ずること。

都道府県からの照会先

厚生労働省医政局地域医療計画課救急・周産期医療等対策室

電 話 ０３－５２５３－１１１１

ＦＡＸ ０３－３５０３－８５６２

災害医療対策専門官 生駒 隆康（内線２５５８）

災害時医師等派遣調整専門官 水野 浩利（内線４１３０）

E-mail ikoma-takayasu@mhlw.go.jp

E-mail mizuno-hirotoshi@mhlw.go.jp



平成２６年８月豪雨における

市立福知山市民病院へのアクセス支障等について

１．市立福知山市民病院の概要

［構 造］ 鉄筋コンクリート造（免震構造）

地上７階、地階なし（一部地下１階）、屋上ヘリポートあり

［病床数］ 354 床

［主な指定］ 地域災害拠点病院（平成９年３月 21 日指定）

地域救命救急センター（平成 24 年３月 30 日指定）

［被災想定］ 由良川水系の氾濫により浸水深２～３ｍの浸水が想定

（おおよそ 100 年に１回程度起こる規模の大雨による）

※福知山市防災ハザードマップ（平成 18 年３月１日）

２．周辺道路の冠水被害の状況と具体的対応策

〇平成 26 年８月 16 日から 17 日にかけ、京都府福知山市で非常に激しい大雨となり、

福知山市市街地が広範に冠水。（福知山市の 24時間降水量 303.5ミリ（８月 17日 05:50

まで）、観測史上１位を更新）

〇市立福知山市民病院への浸水被害なし。

〇主に２本ある同院へのアクセス道路を含めた周辺道路が冠水したため、８月 17 日午前

３時から午後１時までの 10 時間にわたり、救急車の同院への乗入れが困難な状況発生。

〇この間、４名の患者が同院へ救急搬送されたが、高台の道路に救急車を止め、そこか

らボート、ストレッチャーにより搬入。徒歩による救急患者の来院も困難。

〇京都府においては、今後、医療従事者及び消防機関等による検討会議を設置し、患者

搬送体制の検討を行う予定。

３．落雷による停電被害の状況と具体的対応策

〇８月 17 日午後６時頃の落雷による停電に続き、８月 17 日午前１時頃の落雷により再

度停電が発生。同院では、自家発電機の運転により電力を確保して診療を継続。

〇度重なる停電によって受電設備部品に損傷があり交換が必要であったが、交通機関の

運休や交通規制等により部品調達に時間を要し、交換作業完了まで自家発電機による

電力供給を続けた。

○その間、大型医療機器の稼働は瞬間的に大きな電力を消費することから、自家発電機

の発電能力を超え、自家発電機自体が故障してしまうため、ＣＴやＭＲＩの使用を制

限。

〇停電時に同院へ受入依頼された２名の救急搬送患者は、近隣の２次救急病院へ搬送し

て対応。

〇同院においては、電気回路を改修し、ＣＴ等が非常用電源でも使用できるよう対応済。

別添１



別添２
災害拠点病院の立地場所等について【平成26年4月1日時点】

番号 事業区分 施設名

対策が実施されて
いる場合はその対
策の具体例を、対
策が実施されてい
ない場合は対策を
講じることができ
ない理由を、記載
してください。[自
由記載]

対策が実施されて
いる場合はその対
策の具体例を、対
策が実施されてい
ない場合は対策を
講じることができ
ない理由を、記載
してください。[自
由記載]

対策が実施されて
いる場合はその対
策の具体例を、対
策が実施されてい
ない場合は対策を
講じることができ
ない理由を、記載
してください。[自
由記載]

対策が実施されて
いる場合はその対
策の具体例を、対
策が実施されてい
ない場合は対策を
講じることができ
ない理由を、記載
してください。[自
由記載]

対策が実施されて
いる場合はその対
策の具体例を、対
策が実施されてい
ない場合は対策を
講じることができ
ない理由を、記載
してください。[自
由記載]

対策が実施されて
いる場合はその対
策の具体例を記載
してください。[自
由記載]

1 基幹 ○○病院
0～0.5m未

満
有 止水板を整備 通常診療可

土砂災害警戒
区域内

有
警戒避難体制を確
保

通常診療可 震度６強 無
耐震化工事のため
の自己資金確保が
困難

入院診療継続
困難

被害の可能性
ある地域内

有 地盤改良済
入院診療継続

困難
2～5m未満 有

高層階への避難計
画を策定済

入院診療継続
困難

地震時等に著し
く危険な密集市

街地内

入院診療継続
困難

被害想定区域
内

入院診療継続
困難

代替路の確保
困難

有
代替搬送先につい
て消防機関と協議
済

2 地域 △△病院 浸水なし 無 -
入院診療継続

困難
土砂災害特別
警戒区域内

有
建築構造方法を強
化

入院診療継続
困難

震度７ 有 耐震化工事済
限定した診療

可
被害の可能性

低い
無 - 通常診療可 浸水なし 無 - 通常診療可

被害の可能性低
い

通常診療可
被害想定区域

外
通常診療可 被害なし 無 -

100

基幹 浸水なし 有 通常診療可 土砂災害特別警戒区域内有 通常診療可 ～震度５弱 有 通常診療可 被害の可能性ある地域内有 通常診療可 浸水なし 有 通常診療可 地震時等に著しく危険な密集市街地内通常診療可 被害想定区域内 通常診療可 被害なし 有

地域 0～0.5m未満 無 限定した診療可 土砂災害警戒区域内無 限定した診療可 震度５強 無 限定した診療可 被害の可能性低い 無 限定した診療可 0～0.5m未満 無 限定した診療可 被害の可能性ある地域内限定した診療可 被害想定区域外 限定した診療可 代替路でアクセス可能 無

0.5～1m未満 入院診療継続困難 土砂災害危険箇所 入院診療継続困難 震度６弱 入院診療継続困難 不明 入院診療継続困難 0.5～1m未満 入院診療継続困難 被害の可能性低い 入院診療継続困難 不明 入院診療継続困難 代替路の確保困難

1～2m未満 危険なし 震度６強 1～2m未満 不明

2～5m未満 不明 震度７ 2～5m未満

5m以上 不明 5～10m未満

不明 10m以上

不明

参 考

①ハザー
ドマップ
等による
想定浸水
深
注）複数の
被災想定が
ある場合
は、最大被
害について
記載してく
ださい。

（ク）救急車等の車両・徒歩来院患者・病
院職員の、病院へのアクセス支障

①ハザード
マップ等での
病院周辺道路
の冠水想定に
よる、病院へ
のアクセス確
保の状況
注）複数の被災
想定がある場合
は、最大被害に
ついて記載して
ください。

②対策の有無

（キ）火山

②対策の有無②対策の有無 ②対策の有無②対策の有無 ①ハザード
マップ等によ
る危険地域
注）複数の被災
想定がある場合
は、最大被害に
ついて記載して
ください。

②対策の有無 ③対策を踏ま
えた診療継続
の度合い

③対策を踏ま
えた診療継続
の度合い

①ハザー
ドマップ
等による
想定浸水
深
注）複数の
被災想定が
ある場合
は、最大被
害について
記載してく
ださい。

③診療継続の
度合い

③対策を踏ま
えた診療継続
可否

基礎情報 立地場所、アクセス支障情報

災害拠点病院の被災想定と対策

（カ）火災延焼（イ）土砂災害（ア）洪水・内水 （オ）津波・高潮（ウ）地震 （エ）液状化

災害拠点病院周辺の被災想定と対策

③対策を踏ま
えた診療継続
可否

③対策を踏ま
えた診療継続
可否

①ハザード
マップ等によ
る危険地域
注）複数の被災
想定がある場合
は、最大被害に
ついて記載して
ください。

①ハザード
マップ等によ
る危険地域
注）複数の被災
想定がある場合
は、最大被害に
ついて記載して
ください。

①ハザードマッ
プ等による危険
地域
注1）複数の被災
想定がある場合
は、最大被害につ
いて記載してくだ
さい。
注2）「地震時等
に著しく危険な密
集市街地」は、国
土交通省より公表
されている地域の
こと。「被害の可
能性ある地域」と
は、木造住宅密集
地域等の、火災延
焼の危険性が指摘
されている地域の
こと。

①ハザー
ドマップ
等による
想定震度
注）複数の
被災想定が
ある場合
は、最大被
害について
記載してく
ださい。

③診療継続の
度合い基幹もしく

は地域災
害拠点病
院の区分


